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岡崎市制100周年記念事業 

岡崎まちものがたり：六ツ美南部 L-21 
 

参河志(下巻) 
 

この資料は「参河志(下巻)」からの抜粋である。 

 

参河志(下巻) 

復刻日：昭和54年12月25日 

発行所：愛知県郷土資料刊行会 発行者：生田良雄 

 

参河志(下巻) 

昭和8年11月15日改正再販発行 

発行所：幡豆郡教員協会、発行者：近藤 裕 

 

参河志(下巻)は、第22巻から第43巻で構成されている。第22巻岡崎城、第23巻西尾城、第24巻

吉田城、第25巻苅谷、挙母、田原、奥殿、新城、西郡となっている。第26巻神社、第27巻寺院、

第28、29巻は人物となっている。以後は、墓、古戦場、神社、寺院、人物系譜などの詳細が記述

されている。 

 

参河志(下巻)195頁 

崇福寺：崇福寺は中島村領主である由良氏の菩提寺であった。過去帳などが消失してしまったが、

崇福寺5代傳空上人が崇福寺を再建し、天文13（1544）年に供養したがその時の文書に記載がある。 

由良興太朗光兼：吉良家の旗下。永正年間（1504～1521年）に小園神明社修復。 

由良甚次郎光家：大永8（1528）年、小園神明社修復。 

 

戦国きらら隊「善明堤の戦い①」1556年説に迫る 

善明堤の戦いの舞台の一つが中島城のあった中島郷ですが、中島郷は東条吉良氏の支配下にあっ

たらしく、家臣の由良氏が領主だったとされています。由良氏は子孫が持つ系譜類によると、鎌

倉初期に三河国守護だった安達藤九郎盛長の子孫という名家で、室町時代後期の文明年中（1469

～86）に吉良家の旗下になりますが、吉良義昭と松平元康の間が不和になり、深溝松平好景に滅

ぼされたと記されています。好景に滅ぼされた由良氏当主について、系譜類では「孫八郎家定」「平

八郎家宗」「孫八郎重光」と混乱しています。戦死の年号については一部に「弘治二年（1556）春」

とするものがあります。実は1549年9月に今川氏が西条吉良氏を攻撃するに当たり、降伏を勧告す

る矢文を送っていますが、その中で、今川氏が織田氏討伐のために渡・筒針に出向いた時に吉良

氏が兵を安城城に移したこと、その後に中島を「奪補」の時も兵を行路半ばまで出したことを非

難する箇所があります。ここにある「中島」は中島郷を指すと思われ、渡・筒針の戦いは一般的

に1547年9月28日のこととされていますので、この中島奪補の戦闘は1547年から49年9月の間に発

生したことになります。また、前述した今川義元が本光寺に与えた安堵状には、中島郷にある寺

領について「領主の寄進状に任せて」安堵すると記されていることから、1554年の時点ですでに

今川氏は吉良氏に替って中島郷の土地を支配していたことになります。中島郷の土地を寄進した

「領主」とは由良氏のことではないでしょうか。 

だとすれば、由良氏が松平好景に滅ぼされたのは、1556年春ではなく、前述の通り47年から49年9

月までの間で、「春」という文言にこだわれば、48年春か49年春ということになります。48年だと

すれば、3月19日の小豆坂の合戦や4月15日の耳取縄手の戦いとの関連が考えられそうです。この

ように、好景による中島城主由良氏の攻略は、松平宗家と行動を共にする今川方の、反今川陣営

だった吉良氏への軍事行動と考えられます。 

その後の中島城は今川方の板倉弾正（だんじょう）が入ったとされていますが、弾正は謎の人物

で系譜が不明です。史料上では実名が康忠で、今川氏から渥美郡細谷郷（豊橋市細谷町）を与え

られていたことが分かっています。1561年春ごろに中島城を松平氏に追われ、岡城（岡崎市大平



 2 

町）に入城したものの、そこも攻撃を受けたので作手に逃れ、62年9月29日の八幡（豊川市八幡町）

合戦で今川方として松平氏と戦い、戦死したと伝わっています。 

実は由良氏子孫所有の一部系譜類には、弾正が好景に滅ぼされた「由良宗家」の子だとしている

ものもあり、真偽は不明ながら由良氏と板倉氏が親戚関係なのは事実らしいです。すると、1548

年ごろに中島城が落ち、由良氏が没落した後、中島城には今川家臣の好景が入っていたが、1556

年に織田方の吉良氏と争って戦死したので、今川氏が城を回復したのちに今度は今川家臣で、か

つ由良氏とも血縁関係に当たる板倉弾正が替わって入城したと整理できるのではないでしょうか。 

 

崇福寺（岡崎市）ウィキペディア（Wikipedia） 

応永年間（1394年～1427年）に中島城主の由良光家が天台宗昌泰寺を改宗させて、天祐竜山を開

山として創建したと言われている。京都円福寺の末寺として宝徳元年（1449年）にその名が記録

されている。 

 

新纂浄土宗大辞典 浄土宗全書 

愛知県岡崎市中島町道海。蘆菴山許応院。浄土宗西山深草派三河三檀林の一つ。昌泰三年（900）

醍醐天皇の勅願寺として開かれた天台宗昌泰寺を前身とする。郡主由良光家が光誉天祐に帰依し、

開山に招いた。崇福寺は檀林として栄え、天祐が没する長享元年（1487）までには僧徒300名、末

寺七十余を数えた。永禄六年（一1563）近隣の安楽寺が一向一揆を企図したとき、八世洞山祖湛

は僧俗を集めてこれを阻止。徳川家康はこれを称讃し、安楽寺の寺領宝物一切を崇福寺に寄進し

た。洞山および9世伝9春教、10世聴翁洞岸は家康の従兄弟に当たる。現本堂は寛永17年（1640）

の建立、総門は今川義元の寄進である。 

 

 

 

  

http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%B4%87%E7%A6%8F%E5%AF%BA
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%B4%87%E7%A6%8F%E5%AF%BA
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